











A Corpus Based Study of Sino-Japanese Words written in Kana: 
Actual Condition and Background 





















































て扱うこととした。その理由は，概ね以下の 4 点である。 
1) 漢語は語構成によって，日本古来の語彙（和語）との熟合度が異なっており，特に，1
字漢語の和語との熟合度は，2 字以上の漢語のそれとは大きな隔たりがある。熟合度の
違いは文法的な振る舞いや，表記にも大きく影響を及ぼしており，1 字漢語と 2 字以上
の漢語とは，それぞれ別途分析の必要がある。 
2) 上記熟合度の高さなども関連して 1 字漢語は，「する」などの和語と，時には連濁を伴
い分かちがたく結合することがある。1 字漢語と 2 字漢語は，コーパスでの単位認定に
おいても大きな差異があり，「愛する」「興ずる」「処する」といった 1 語の混種語とし
て扱われる。そのため，他の漢語と同様の方法で網羅的に収集するのが難しい。 
3) 一方 2 字漢語は，1 字漢語が和語と固く結束するのと同様に，漢字 2 字が離れがたく熟
合し意味を持ち，これが語基となって，他の 1 字漢語や 2 字漢語と結びついて新たな
語を形成する。漢語において最も基本となる形態であり，語数も多く使用も多い。よ
って，2 字漢語の実態を把握しておくことは，漢語全体の実態把握の基礎となる。 









                                                   







その結果，BCCWJ において異なり語数で約 3,500 語の漢語が抽出された。その中から，













(1)  携帯電話メーカーであゆがイメージキャラクターを勤める。 
（解析結果：アユ,阿諛,名詞-普通名詞-サ変可能）3 
【出典】 BCCWJ サンプル ID：PB27_00045 実著者不明・H.A シスターズ(著)『F
or A』2002 年 
 





 抽出した 1,075 語については，出現総頻度に対する仮名表記頻度（平仮名表記と片仮名
表記を合わせたもの）の比率である「仮名表記率」を求め，比率により以下に層別した。 
 
  特：75%以上 高：50%以 75%未満 中：25%以上 50%未満 低：25%未満 
 
 それぞれの層に含まれる語数と，語例として出現総頻度数の高いものから上位 10語を「仮
名表記頻度 / 出現総頻度 / 仮名表記率」と共に示すと以下の通りである（表１）。 
 










 表 1 仮名表記率カテゴリ別語例 




















































































表 2 語彙レベルの基準・範囲と所属語数 
レベル 基準値 頻度範囲 累積% 語数  語例（斜体は常用外，太字下線は仮名率「中」以上） 
A 60% 9015- 60.01% 131 
自分, 問題, 必要, 時間, 関係, 人間, 生活, 
会社, 研究, 意味, 学校, 本当, 利用, 現在 
B 80% 1809-9014 80.00% 280 
相当, 材料, 職員, 移動, 細胞, 次第, 気分, 
天皇, 携帯, 所為, 興味, 以来, 距離, 義務 
C 90% 464-1808 90.01% 291 
休憩, 衣装, 電波, 寄付, 体操, 最悪, 景色, 
親戚, 親切, 頻繁, 稽古, 感心, 悪魔, 饂飩 
D 95% 157-463 95.00% 271 
氾濫, 途轍, 堕落, 白鳥, 母音, 催促, 火燵, 
大麻, 褒美, 傲慢, 変態, 暖簾, 伝言, 繁盛 
E 99% 20 99.04% 102 
漆喰, 扶持, 面相, 躁鬱, 野暮, 飛脚, 銀山, 
剣幕, 幻滅, 睡蓮, 咀嚼, 蹂躙, 母艦, 軋轢 
 
 語の使用状況は，その語の日本語語彙における重要度や馴染み度（親密度）と相関があ
る(天野・近藤 2000，寺田・田中 2008 等）。高頻度の語の多くは，日本語の語彙において
中心的・基本的な語であり，それらの語を構成する漢字は常用漢字に収録されている可能
                                                   
4 調査データである BCCWJ は，2005 年までに出版された新聞・雑誌・書籍と，2008 年
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に基づき与えられる（田中 2013）。ここでは，田中 2013 による「語彙レベル」の求め方を
参考に，独自に基準を設けてラベルを与え（表 2），仮名表記率との関連を見ていく。 
  























【出典】 BCCWJ サンプル ID：PB20_00106,青田吉弘(著)『情報化社会対話集』2002 年 
(3) 毎日毎日水をとり替えてめんどくさいでしょ 



























































特高 高 中 低
図 3 語彙レベルと仮名表記率の分布 
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特 高 中 低




























特 高 中 低











































 図 6 より，表外字を含む漢語では，動詞用法を含まない語（「勿論(副詞)」「所為(名詞)」
「馬鹿(名詞・形状詞)」など）で仮名表記率の高い語の割合がより高く，常用漢字のみから


































































































【出典】 BCCWJ サンプル ID：PB19_00498, 井上祐美子(著) 『乱紅の琵琶』1950 年 
(7) 今回参拝を止めた理由と参拝の是非。 
【出典】 BCCWJ サンプル ID：OC05_01310, Yahoo!知恵袋, 2005 年 
(8) 一度はぜひお目に懸からなければなるまいと思います 




















となりうる「公用文における漢字使用及び送り仮名の付け方について」（昭和 57 年 1 月 14























図 8 「早速」の用法と表記の相関 
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 日例規（総）第 2 号）において「原則として、仮名で表記する副詞」として挙げられる「か













































































































































て Web 媒体のブログと知恵袋で漢字表記が多い。 
図 10 常用漢字のみからなる漢語のレジスター別表記分布 
 
 また，図 11 として，先に品詞による表記傾向の異なりを示した「是非」について，レジ
                                                   



















































































































② 語彙レベル：出現頻度の高い漢語ほど仮名表記率は低い。…3.3 節 
③ 音声変位形の有無：「面倒／メンドウ」に対する「メンド」のような音声転訛形を持つ
語は仮名表記率が高い。…3.4 節 



























































































図 11 レジスター別にみた「是非」の品詞別表記分布 
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